
第３号表（日本工業規格Ａ列４番） 

旅  客  輸  送  実  績  表 

  年４月１日 から  年３月 31日 まで 

事業者名            

区分 

 

線名 

年 度 末

旅 客 営

業 キ ロ 

延 べ 

日 キ ロ 

輸 送 人 員 輸 送 人 キ ロ 

摘 要 定 期 
定 期 外 合 計 

定 期 
定 期 外 合 計 

通 勤 通 学 計 通 勤 通 学 計 

 キロメ 

－トル 
日キロ 千人 千人 千人 千人 千人 千人キロ 千人キロ 千人キロ 千人キロ 千人キロ  

合計              

備考 １ 年度末旅客営業キロは、小数点第２位を四捨五入すること。 

   ２ 延べ日キロは、小数点第１位を四捨五入すること。 

   ３ 輸送人員及び輸送人キロは、小数点第１位を四捨五入すること。また、運賃扱いのものを計上しないこと。 

   ４ 定期乗車券による旅客は、１日１往復をするものとして月割計算すること。 

   ５ １枚の往復乗車券又は運賃計算人員をそれぞれの輸送人員とすること。 

   ６ 旅客営業基礎の変更があつた場合には、変更年月日及び増減キロ数を摘要欄に記載すること。 

   ７ 旅客営業キロと全営業キロが異なる場合には、全営業キロを適用欄に記載すること。 

   ８ 手小荷物を取り扱つている場合には、発送個数の合計を適用欄に記載すること。（千個単位で記載することとし、小数点第１位を四捨五入するこ

と。） 


